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2019年10月1日に「食品ロス削減推進法」が施行されたことが由来となっており、改めて
一人ひとりが食品ロスについて考え、減らすために実際に行動することを目的としています。
食品ロス削減は「国民運動」として国民全員で取り組むことが推進されています。

食品ロス削減月間とは？ 食品ロス⇒まだ食べられるにもかかわらず捨てられている食品

食品ロスによってどんな問題がある？年間でどのくらい捨てられている？

日本では年間で464万ｔの食品が捨てられて
います。国民一人あたりが、毎日お茶碗1杯
くらいのご飯を捨てている計算になります。
464万tのうち、231万tが事業、233万tが家庭
からの廃棄です。 (環境省HPより令和5年度の推計値)

家庭で食品ロスが起こる理由には・・・

・賞味期限/消費期限切れで廃棄
・野菜の皮など可食部分を捨てる
・食べ残し などがあります。

①環境汚染
捨てられた食品は焼却して処理をします。
焼却時には二酸化炭素(CO2)が排出され、
地球温暖化の原因になります。

②食料不足
日本の食品ロス量は、世界の食料支援量(2023年で

370万t)の約1.3倍となっています。
また、日本の食料自給率はカロリーベースで38％
(令和5年度)と、大半を輸入に頼っている中で多くの
食品ロスが出ており、食料資源が有効に活用されて
いないという問題があります

食品ロス削減の目標
SDGｓの目標をふまえ、日本では『事業と家庭から出る食品ロスを、2000年度比で
2030年度までに半減させる』ことを目指しています。
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目標 事業は273万t、家庭は216万t
という目標に対し、事業は
2022年度に達成！そのため
2025年3月に、2030年度まで
に60％削減するという目標が
新たに設定されました。

食品ロス削減のために家庭でできること

（環境省HPより）

買い物前に冷蔵庫の中身を
確認する。まとめ買いは避け、
必要な分だけ買って食べきる。

食品を腐らせないよう適切に
保存する。食べきれない肉や
魚、野菜は冷凍保存をする。

冷蔵庫の中身を整理する。
賞味・消費期限の短いものは
手前に置くなど工夫する。

料理をするときは食べきれる
量を作る。余ってしまったら
冷蔵・冷凍保存をして後日食べきる。

・通常捨てられてしまう端材を使用した商品(鯖カレー餃子)や、加工時に廃棄が少ない
商品(国産乱切里芋)など、SDGsに配慮した商品の開発を積極的に行っています。

・自社倉庫で保管している全商品の賞味期限を毎月確認し、賞味期限を切らさないよう
販促を強化するなど、食品ロスが出ないよう努めています。

株式会社ピアットの取り組み

SDGs12-3の目標
『2030年までに
小売・消費レベルに
おける世界全体の
一人当たりの食料の
廃棄を半減させる。』
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